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フランス世紀末文学にみる普仏戦争のトラウマ
ーラシルドの『自然からはずれたものたち』をめぐって－

中島贋子

将仏戦争の敗北とそれに続いて起こったバリ・コミューンなどの内戦の記･臆は、１１:紀米の

フランスにとって大きな心の傷となって残った。その後遺症は政治の世界だけでなく、文学

の分野でも逃れがたい現実として影を落としている。だが残念なことに、これまでの世紀末

文学研究においては、耽美的な閉鎖空１１Mにこもろうとするデカダンス文学の幾場人物たちの

あり方にllUして、そうした歴史的事実との関連においては、１．分な解|ﾘlがなされてきたとは

計えなかった。ところが、最近の社会・文化史的研究の勅|ｲﾘを考慰する時、新たな視点から

この分野の壜文学作,1Aを読み直す必要性が生じてきたかと思われる。そこで、世紀末デカダン

ス文学の典ｊＷｌ例として、ラシルドの小説「自然からはずれたものたちｊを取り上げ、戦争に

おける敗者の「文化的復讐」という第三共和制IﾘIフランスの戦略の反映を読みとり、また戦

争によってあらわにされる近代文明がはらむ鍬性の問題についての作者の意識をも浮き彫り

にしてみた。

Ｉはじめに

十九世紀後半のフランスにとって、極めて重大な関心事のひとつであったのが、その時々の

体制によって遂行された「戦争」という事柄だった。そして、それらの「戦争」は、クリミア

戦争などヨーロッパ大陸内でのケースと、植民地穫得のために行われたヨーロッパ以外の地域

でのケースとの二種類に大別された。なかでも前者の代表的な例であるクリミア戦争側のフラ

ンス文域の状況について、筆者はメディアとの関係性を通じて考察を加えており、その結果は

すでに公表済みである’１。そこでも指摘したように、いくら同じ大陸内の出来事とはいえ、フ

ランス本国から離れた場所での戦争とあって、多くの文筆家たちが、時の皇帝ナポレオン三世

と同様に、初めての近代戦争といわれた、はなはだ困難な戦場での現実を十分に実感できない

まま、むしろ出版界にとっての戦争特需的なとらえ方をしていたことが認められた。こうした

ケースに対して、自国の領土が戦場となった普仏戦争については全く事情が異なっていた。こ

とにプロイセンとの戦いに屈辱的な敗北を味わわされただけでなく、それに続いて起こった内

戦という深刻な状況にも直面させられたわけで、フランス国民に与えた深い心の傷は容易に癒

されるものではなかったようだ。じっきい～世紀末文学の様々な作,lihからも、その後遺症的記
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述を読み取ることが出来るのである。

たとえば、ドイツに割縦されたアルザス地方を舞台に言語をめぐるイデオロギー的性格が

うかがわれる「liR後の授業」などが収められた、アルフォンス・ドーデ（AIphonseDaudeL

l840-l897）の「月lllR物iWi」（ＣＯ"tesdmLu几｡』､1873）をはじめとし、エミール・ゾラ（Emile

Zolal840-l902）の「壊疋｣（LQD6bdcﾉe,1892）やギ・ド・モーパッサン（GuydeMaupas‐

sant,1850-1893）の「脂llljの塊」（BoIljedcSujfl880）あるいは「二人の友」（DepjMmis，

1883)、さらには1-K.ユイスマンス（』.-K.Huysmans,1848-1907）の「背誕を背に」（ＬｅＳａｃ

ｑ[LdOs,1880）といった、’1本でもよく知られた一連の「戦争もの」とも呼ぶべき作品にその

顕著な表れが見出されよう。さらに、この戦争に若くして従軍したモーパッサンと年の差は少

ないものの、そうした経験をぎりぎ}〕ところでまぬがれた、彼に続く世代の作家であったエ

レミール・プールジュ（"ﾉ6"lirBo皿'9Cs,1852-1925）は、「神々の黄昏」（LeCrdp皿ScⅢﾉedes

Djeur,1884）の中で、「いざや楽しめ」との掛け声のもとに浮かれ騒ぐ第二帝政下の軽桃浮薄

な世界をあとにして、普仏戦争に出征するためバリTlj11lを行進してゆく兵士らの姿を描き、帝

政の没落とその後の悲劇を予告している。また、その続編ともみなしうる「落花飛鳥」（Les

Oisea皿rsbnuoJe几ZeZlesFYemrsZombe"t,1893）においては、ナポレオン三世の命を受けたオ

スマンが花の都へと変身させたはずの首都が、コミューン側とヴェルサイユ臨時政府側との激

しい戦闘の結果、無残にも炎上してゆく場面から小説の聯があくという設定となっている。他

方、「ヴィーナス氏』（MblusieurVli几皿s,1889）など独特のスキヤンダラスな作１ｌｂを書き続け

た異色の女性作家ラシルド（Rachilde,1860-19530）も、彼らよりひと世代下の/12まれながら、

少女時代に１１K人の父の赴任地から故郷のペリゴール地ﾉJにリlき上げる列''１の旅の途中、ドイツ

顕の襲撃をうけるといった経験を経てきている２１゜その反映がうかがわれると思われるのが、

｢自然からはずれた者たち」（LesHOrsMzture,1897）というデカダンス小説である。そこで

本論では、この作ｉｌｌ１の主人公である二人の兄弟の愛柵と葛藤をIIillにiWiかれた、普仏戦争のトラ

ウマという問題について総じてみたい。

本題に入る前に、｜]本ではあま}〕知られていない、ラシルドの'111題の小説のあらすじを簡単

に紹介しておくと、主人公はルートレル・ド・フェルゼンとボールーエリツク・ド・フエルゼ

ンという独仏梶lllの兄弟である。在仏ドイツ大使館付きの武官だった彼らの父は、第二帝政の

宮廷で花形の11t婦人だったフランス女性と舞踏会でＩｌ１会う。たちまち恋におちて結ばれた二人

は、ある時はフランスのフランシューコンテ地方にある要の所緬ロッシューズの城で、またあ

る時はドイツのシュワーペンのﾉﾐの城で、幸福な緒ｌＩＭ２活を送っていた。だが、その１２年後

に戦争の足肝が近づいてきたため、母は身童の身であ})ながら夫と別れ、健ﾘjと忠実な下僕だ

けを連れて故ｌｌｉｌに灰らざるをえなくなった。ついで、貯仏戦争が勃発し、彼女の所領にもドイ

ツfitが侵攻してくる。戦|側''1の危機的な状態の最中に彼女は次ﾘ)を１１１藤し、それがもとで命を

おとしてしまい、ドイツｉｌｔ人である彼女の夫も戦ﾀﾋﾟしてしまう。fli時、１３歳だった長男はけ
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フランス世紀末文学にみる谷仏戦争のトラウマ

方の叔父によって神学校に入れられたが、叔父の死後、ようやくそこを出て、下僕の献身的な

世話で無事に成長した次男とともに、パリに出てきたのである。IiI1強な軍人の父に似た兄のほ

うは、威風堂々たる体躯に恵まれ、求道者的な面影があり、科学の研究にうちこんでいる。彼

とは対照的な弟は、美貌の母に似た華蓉な美男で、豊かな遺産をもとに華やかなダンディーと

して賛美を極めた生活を送っている。そして、詩人である弟は劇の台本を闇:き、自分の愛人の

女性に演じさせようとし、騨台の事故で彼女を死なせてしまう。その後、故郷のロツシユーズ

の館に髄もつたえ人は、そこの村の教会の火耶に遭遇し、放火犯だった身元不明のひとりの娘

をひきとることになる。その出来事が引き金となり、兄弟の間に無意識のうちに芽生えていた

官能的な欲望が露になってくる。そして､兄に恋する娘が弟への嫉妬から館に火を放ったため、

この兄弟は抱きあいながら炎に包まれて息絶えるのである。このように、普仏戦争がもたらし

た悲劇の影をひきずる兄弟ll0の近親相姦的・同性愛的感情を下敬きにした、極めてスキャンダ

ラスな内容の小説となっている。

ところで､西洋近代文明を文化史的な観点から精力的に論じているヴォルフガング･シュヴェ

ルブシ１は、著轡「敗北の文化」において、近代敗戦国の文化史というユニークな視点に立っ

た分析を展開しているが、当然、その中ではフランスにとっての普仏戦争の問題についてもふ

れている3)。また、ピエール・ノラらは、近代国民国家形成への過程において刻まれた「集団

の記憶」という側而から、近年、社会･文化史的な方面で注目すべき研究を行ってきている4)。

さらに、デポラ・シルヴァーマンは「アール・ヌーヴォーーフランス世紀末と「装飾芸術」の

思想｣において､世紀末の美的様式であるアール･ヌーヴォーを､普仏戦争後の荒廃から立ち直っ

ていった第三共和制時代の文化史や政治史の一部をなす歴史現象として取り扱っている5)。そ

こで本論では、こうした輿１床深い問題提起をも視野に入れつつ、上記ラシルドの小説を題材に

して、フランス|u紀末のデカダンス文学に特有の耽美的で倒錯趣味に満ちた世界が描かれた理

由の一端を読み解いてみたいと思う。これに際しては、当時のメディアに見られた特徴的な要

素や美術関連資料も一部参考にしながら、考察を加えてみることにする。

Ⅱ世紀末のステレオタイプ的独仏観

さて、問題の小説の二人の主人公、ルートレル・ド・フェルゼンとボールーエリック・ド・

フェルゼンの人物像には、この作品が書かれた時代のフランスに流布したステレオタイプ化さ

れた独仏両国民の特徴が鮮明に反映されているとのではないかと思われる。つまり、圧倒的な

軍事力で普澳戦争においてオーストリア帝国を破り、その勢いで普仏戦争でもフランスを打ち

負かした、プロイセンのヴィルヘルムを皇帝に戴くドイツ帝国については、規律を重んじる軍

国主義的な側面と科学技術に秀でた冷徹な側面が結びついた、風雅を解さぬ国といったような

イメージを性々にして抱いたようである｡そうした意識については､先にあげたシヴェルプシュ
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の「敗北の文化」においても、こう表現されていることが参考になろう。

一夜のうちにスタール夫人のゲルマンの理想郷が、フランスのみならず文明人全てを脅

かす「科学的野蛮」の帝国となった。（…）英国人の商人魂とプロイセンの軍人魂は同じ

ところから発し、それは「計算刑い冷淡さ、非情さ、メカニズム、優美さの欠如、IiU6闘性、

英雄主義」という点によってフランスのエスプリと区別される。（135頁）

この点については､たとえば第三共和制になって間もない頃に青少年向けにｉｌＩ:かれた､ジュー

ル・ヴエルヌ（JulesVerne）の『ベガンの五-'一億の遺産」（Lesα"９α'DtsMiZJio"ｓｄｅﾉa

Bdgmmol879）の中で、小説の主要な灘台となった二つの都71丁のありようにも、その典型的な

例を見出しうるだろう。すなわち､アメリカ西部の未開地に建設される人工都ＩＩＪの話であるが、

厳格で人間味を欠いたシュルツ博士という人物の専制支配のもと、蝋篇な鉄と石炭を資源にし

て、４０キロ離れた地点にまで届く巨大な砲弾製造に励む「鋼鉄都Tlj」と、芸術・文化を重視

する理想的な民主社会を目指す「フランス市」をめぐる物語となっている。普仏戦争の復興期

に出版された本作品に描かれたこれらの都市像が、何を|崎示しているかは容易に察しがつくだ

ろう。（図１，図２参照）当然、プロイセン・ドイツとフランス両国のもつイメージを体現した、

二項対立的構図のもとに描かれていることは否定しえまい。

そうした言説を引き継いだとみなしうるのが、’'1]題としている小説中での独仏混血の兄弟の

描かれ方かと思われる。まず、ヘラクレスのような頑強な父の面影をしのばせる科学者ルート
●●●●

レルは、プロイセン・ドイツ的風貌をそなえた嫌黙な人物とされてお}〕、作[１１でも「プロイセ
●● ●●●

ン人」と呼ばれた})、「それでも、やはI)彼はプロイセン的だ」（p､399.）という形容がなされ

たりしている。

｢1867ｲ1ニパリノJlRlNl［覚公IXl版｣輔：ｌ１ｌｌｎＭｘ（フランスlrlk1X11I1:i１.ｉ
ｉｖ｢蔵,、以ﾄﾞ、ＢＮ.'ﾘi戦と略す）

図１１８６７年パリ万博に出展されたプロイセンの大砲

図２ジュール･ヴェルヌ1ベガンの五十億の遺産.１

における「鋼鉄都市」の大砲

3８


































